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科目の概要
　この科目では、生活科誕生の背景とその要因、教科目標及び内容構成に関する考察を通して、生活科の本質、教科の独自性について理解する。さらに、授業実践分析
や授業資料を読みながら、理論的・実践的に生活科について学習し、生活科学習の指導と支援に関する基礎的な知識と技能を習得する。（DP2）また、能動的学習（アク
ティブラーニング）をすることで授業で得た知識、技能を活用し、課題を発見し解決する力や主体的に自己研鑽する力を養うことを目的とする。（DP１・DP３）
　公立小学校の教員を39年間務め、生活科を含む全教科の授業を行ってきた。自ら生活科の授業研究を行ったり、生活科主任として生活科の授業の指導を行ったりして
きた経験を生かした講義を行う。

学修内容 到達目標

① 学習指導要領における生活科の目標、内容、全体構造
と評価の考え方を理解する。
② 生活科が「自然認識」「社会認識」「人間認識」を培
う教科であることの意味を理解する。
③ 生活科の実際の授業内容を分析、検討することで児童
理解を深め授業づくりのあり方を考察する。
④ グループで協力し合って、授業実践の検討を行った
り、資料を読み、要約し合ったりして、その成果をまとめ
発表する。

① 学習指導要領における生活科の目標、内容、全体構造
と評価の考え方を理解している。
② 生活科が「自然認識」「社会認識」「人間認識」を培
う教科であることの意味を理解している。
③ 生活科の実際の授業内容を分析、検討することで児童
理解を深め授業づくりのあり方を考察することができる。
④ グループで協力し合って、授業実践の検討を行った
り、資料を読み、要約し合ったりして、その成果をまとめ
発表することができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 授業内容を進んで理解しようとし、課題についての自分の考えを発言したり、授業で扱う
諸論文に関わる文献を積極的に読もうとしたりすることができる

働きかけ力

実行力 授業で学んだことを日常生活や他講義にも生かしたり、毎回の授業内容について質問やコ
メント、感想をまとめたりすることができる

考え抜
く力

課題発見力 講義内容や実践していることに疑問点を見つけ、課題として追究しようとしたり、自分自
身を振り返り、今後何にどう取り組んだらよいのか考えたりすることができる

計画力

創造力 授業実践の分析、検討から学んだことを生かし、子ども達が楽しみながら学びを深めるこ
とのできる授業計画を考案することができる

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

グループで分析したり、検討したりした内容を、分かりやすく発表したり、自分の考えを
相手に分かりやすく伝えることができる

講義内容や話し合いでの人の意見について、真摯に耳を傾け、相手の考えを理解しようと
することができる

授業でのマナーを守り、周囲に迷惑をかけないような配慮ができる

テキスト及び参考文献
適宜配布資料
参考文献　文部科学省『小学校学習指導要領解説　生活編』　教育出版　2017年
　　　　　江川多喜雄『そのまま授業に生かせる生活科』　合同出版　2012年
　　　　　宮原武夫『社会科教育入門』大月書店　1989年
　　　　　折出健二『人間的自立と教育』青木教育叢書　1984年

他科目との関連、資格との関連

本科目は学科専門科目の教科及び教科の指導法に関する科目であり、後に学修する生活科教育法の理論的、基礎的内容
を探求する科目である。
関連資格　　保育士、幼稚園教諭、小学校教諭

学修上の助言 受講生とのルール

・講義内容についてしっかりメモやノートを取り、疑問点
があれば積極的に質問してください。
・日常生活の中で自然や環境、ニュース等社会情勢に目を
向け、視野を広げるようにしておくとよいです。

・授業中、携帯やスマートフォンはカバンにしまい、マ
ナーモードにしたり電源を切ったりしておいてください。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

①学習指導要領における生活科の目標、内容、全体構造と評価の
考え方を理解している。
②生活科が「自然認識」「社会認識」「人間認識」を培う教科で
あることの意味を理解している。
（①②について、小テストを行い、学習指導要領の趣旨を的確に
とらえ、かつ「自然認識」「社会認識」「人間認識」について分
かりやすく説明できていればS、理解できていればAとする）
③生活科の実際の授業内容を分析、検討することで児童理解を深
め、授業づくりのあり方を考察することができる。
（授業実践検討討論、小テスト、レポート記述で、児童の興味、
関心のある教材であるか「関係する学び」、児童が意欲をもつ方
法であるか「要求する学び」、児童が探究心をより深める内容で
あるか「必要とする学び」の3点が考察され分かりやすく説明し
たり、記述したりしていればＳ、3点を理解していればＡ）
④グループで協力し合って、授業実践の検討を行ったり、資料を
読み、要約し合ったりしてその成果をまとめ発表することができ
る。（授業実践検討や資料を読み、要約し合ったりする際、他者
の意見を傾聴し、常に積極的に自分の意見を発信し、かつグルー
プ内の意見を集約できればＳ、他者の意見を踏まえて自分の意見
を発信できればＡ）

①学習指導要領における生活科の目標、内容、全体構造と評
価の考え方を理解している。
②生活科が「自然認識」「社会認識」「人間認識」を培う教
科であることの意味を理解している。
 （ ①②について、小テストを行い、学習指導要領について
その趣旨を概ね理解でき、「自然認識」「社会認識」「人間
認識」について２つまでを理解できていればB、１つまで理解
できていればCとする）
③生活科の実際の授業内容を分析、検討することで児童理解
を深め、授業づくりのあり方を考察することができる。
（授業実践検討討論、小テスト、レポート記述で、児童の興
味、関心のある教材であるか「関係する学び」、児童が意欲
をもつ方法であるか「要求する学び」、児童が探求心をより
深める内容であるか「必要とする学び」の2点を理解していれ
ばB、1点を理解していればC）
④グループで協力し合って、授業実践の検討を行ったり、資
料を読み、要約し合ったりしてその成果をまとめ発表するこ
とができる。（授業実践検討や資料を読み、要約し合ったり
する際、自分の意見を発信できればＢ、他者の意見を傾聴で
きればＣ）

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

70

・学習指導要領における生活科の目標、内容、全体構造、評価につ
いての考え方を前提に、まとめ・確認テストを最終授業で行う。今
までの講義内容を受けて、「自然認識」「社会認識」「人間認識」
の３点に関わる課題を　A４　2枚以内にまとめる。課題は授業内に
提示する。資料等、持ち込んでもよいが、ネットからの、情報を丸
ごと写すことは避けたい。

② ✓

③ ✓

④ ✓

小テスト

① ✓

10

・授業内で分析、検討する実践や毎回の授業内容について、質問、
コメント、感想にまとめる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

レポート

① ✓

10

・授業実践の分析、検討の際に、グループ討論に参加し、討論で出
された質問や討論内容の発表をする。

② ✓

③ ✓

④ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

【主体性】
授業内容を進んで理解しようとし、課題についての自分の考えを発言したり、授業で扱う諸論文に関わる文献を積極的に読もうとしたりしている。
【実行力】
授業で学んだことを日常生活や他講義にも生かしたり、毎回の授業内容について質問やコメント、感想をまとめたりすることができる。
【課題発見力】
講義内容や実践していることに疑問点を見つけ、課題として追究しようとしたり、自分自身を振り返り、今後何にどう取り組んだらよいのか考えたり
することができる。
【創造力】
授業実践の分析、検討から学んだことを生かし、子どもたちが楽しみながら学びを深めることのできる授業計画を考案することができる。
【発信力】
グループで分析したり、検討したりした内容を、分かりやすく発表したり、自分の考えを相手に分かりやすく伝えることができる。
【傾聴力】
講義内容や話し合いでの人の意見について、真摯に耳を傾け、相手の考えを理解しようとすることができる。
【規律性】
授業でのマナーを守り、周囲に迷惑をかけないような配慮ができる。

② ✓

③ ✓

④ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



①学習指導要領における生活科の目標、内容、全体構造と評
価の考え方を理解している。
②生活科が「自然認識」「社会認識」「人間認識」を培う教
科であることの意味を理解している。
 （ ①②について、小テストを行い、学習指導要領について
その趣旨を概ね理解でき、「自然認識」「社会認識」「人間
認識」について２つまでを理解できていればB、１つまで理解
できていればCとする）
③生活科の実際の授業内容を分析、検討することで児童理解
を深め、授業づくりのあり方を考察することができる。
（授業実践検討討論、小テスト、レポート記述で、児童の興
味、関心のある教材であるか「関係する学び」、児童が意欲
をもつ方法であるか「要求する学び」、児童が探求心をより
深める内容であるか「必要とする学び」の2点を理解していれ
ばB、1点を理解していればC）
④グループで協力し合って、授業実践の検討を行ったり、資
料を読み、要約し合ったりしてその成果をまとめ発表するこ
とができる。（授業実践検討や資料を読み、要約し合ったり
する際、自分の意見を発信できればＢ、他者の意見を傾聴で
きればＣ）

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・オリエンテーション
（授業及び社会人基礎
力、評価）
・生活科の歴史、指導
要領の目標、内容につ
いて理解する。

講義
質疑応答

生活科の歴史、指導要
領の目標、内容につい
て理解し、ノートに書
き込むことができる。

（予習）自分が受けてきた
生活科の授業を思い起こ
し、どのような授業で、ど
のような活動を行ったか発
表できるようにしておく。
（復習）生活科の歴史、指
導要領の目標、内容につい
て理解し、ノートにポイン
トをまとめる。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

2

・生活科の内容、指導
計画の作成の仕方、評
価の考え方、生活科は
本来どのような教科な
のか、課題について理
解する。

講義
質疑応答

生活科の内容、指導計
画の作成の仕方、評価
の考え方、生活科は本
来どのような教科なの
か、課題について指導
要領や授業資料から読
み取り、ノートに書き
込むことができる。

（予習）授業資料を読
んでおく。
（復習）指導要領や授
業資料を見直し、大切
な点をノートにまとめ
る。

180

主体性
実行力
傾聴力
規律性

3

・自然認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する。
・生活科はどのような
教科か、教科としての
可能性を探る。

講義
江川多喜雄著『そのま
ま授業に生かせる生活
科』（抜粋）の読み合
わせ
グループ討論

『そのまま授業に生か
せる生活科』を読み、
要点を述べたり、感想
を話し合うことができ
る。

（予習）授業資料を読
んでおく。
（復習）授業資料を見
直し、大切な点をノー
トにまとめる。 180

主体性
発信力
傾聴力
規律性

4

・自然認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する。
・江川多喜雄実践を分
析、検討する。

グループ討論
発表
講義

江川実践を検討し合う
なかで、優れた点を見
つけ、発表することが
できる。

（予習）授業資料（江
川実践）を読んでお
く。
（復習）自然認識を培
うための大切な点を
ノートにまとめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

5

・自然認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・食物連鎖、生態系に
ついての知識を理解
し、環境問題について
考え合う

講義
DVD視聴
グループ討論
発表

食物連鎖、生態系につ
いての知識を概ね理解
し、環境問題について
考えることができる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）食物連鎖、生
態系についての大切な
点と、環境問題につい
て考え合った貴重な意
見をノートにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力

6

・自然認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・東日本大震災と原子
力発電所の事故による
被害が分かり、子ども
達がどう身を守ってい
くべきか理解する

講義
質疑応答

東日本大震災と原子力
発電所の事故による被
害が概ね分かり、子ど
も達がどう身を守って
いくべきか理解するこ
とができる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）東日本大震災
と原子力発電所の事故
による被害と、子ども
達がどう身を守ってい
くべきか、大切な点を
ノートにまとめる

180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力

7

・授業実践を分析、検
討する
「どうするどうするほ
うしゃせん・ほうしゃ
せいぶっしつ」

グループ討論
発表
講義

授業実践を検討し合う
なかで、優れた点と課
題点をそれぞれ１つ以
上、見つけることがで
きる。

（予習）授業実践資料
を読んでおく
（復習）授業実践で大
切なことをノートにま
とめる 180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・社会認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・授業において「外部
情報と想念の融合」に
ついての大切さを理解
する

講義
宮原論文の読み合わせ
グループ討論
発表

「外部情報と想念の融
合」について、その大
切さを概ね理解するこ
とができる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）「外部情報と
想念の融合」につい
て、その大切さをノー
トにまとめる

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・社会認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・子どもの未分化な発
達段階と思考の特徴を
理解する

講義
宮原論文の読み合わせ
グループ討論
発表

「子どもの未分化な発
達段階と思考の特徴」
を概ね理解することが
できる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）「子どもの未
分化な発達段階と思考
の特徴」について、大
切な点をノートにまと
める

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力

10

・社会認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・授業において「正答
主義の克服」が必要で
あることを理解する

講義
宮原論文の読み合わせ
グループ討論
発表

授業において「正答主
義の克服」が必要であ
ることを概ね理解する
ことができる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）授業において
「正答主義の克服」の
必要性をノートにまと
める

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力

11

・授業実践を分析、検
討する
「大豆の栽培から豆
腐・豆腐店」

グループ討論
発表
講義

授業実践を検討し合う
なかで、優れた点と課
題点をそれぞれ１つ以
上、見つけることがで
きる。

（予習）授業実践資料
を読んでおく
（復習）授業実践で大
切なことをノートにま
とめる 180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

12

・人間認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・生活科でめざす「自
立」について考える①

講義
質疑応答

人間認識を培う生活科
のための基礎知識を概
ね理解することがで
き、生活科のめざす
「自立」についても考
えることができる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）資料を見直
し、大切な点をノート
にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力

13

・人間認識を培う生活
科のための基礎知識を
理解する
・生活科でめざす「自
立」について考える②

講義
質疑応答

「人間認識」という概
念を概ね理解すること
ができ、生活科のめざ
す「自立」についても
考えることができる

（予習）授業資料を読
んでおく
（復習）資料を見直
し、大切な点をノート
にまとめる 180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力

14

・授業実践を分析、検
討する
「われら２の１　やさ
い探偵団」

グループ討論
発表
講義

授業実践を検討し合う
なかで、優れた点と課
題点をそれぞれ１つ以
上、見つけることがで
きる

（予習）授業実践資料
を読んでおく
（復習）授業実践で大
切なことをノートにま
とめる 180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

・まとめ
・「自然認識」「社会
認識」「人間認識」を
培うための生活科はど
うあるべきか、まと
め、小テストを行う

小テスト
講義

生活科の学びが子ども
にとって必要であり、
要求であり、自分の生
活と関係するものであ
るために、大切な点は
なにか、まとめて述べ
ることができる。

（予習）今までの資料
の大事な点を読んでお
く
（復習）講義内容の大
切な点をノートにまと
める

180

主体性
実行力
創造力
発信力
規律性


